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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、幹細胞の骨髄細胞外マトリックスまたは間質細胞への接着に関与している可能性がある。この一回膜貫通型タンパク質は、タンパク質キナーゼCによって高度にグリコシル化およびリン酸化される。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年8月],代替製品：両方のアイソフォームが細胞表面に発現する。CD34-T/CD34-F比は細胞分化とともに増加する。,発達段階：初期造血前駆細胞上。,疾患：白血病発症における異常なCD34発現。,機能：幹細胞の骨髄細胞外マトリックスまたは間質細胞への直接接着を媒介することにより、初期造血に関与する可能性のある接着分子。系統特異的なグリカンを付着させるための足場として機能し、幹細胞が間質細胞やその他の骨髄成分によって発現されるレクチンに結合できるようにする。セレクチンに糖鎖リガンドを提示する。,オンライン情報：CD34エントリ,PTM：高度にグリコシル化されている。,PTM：PKCによってセリン残基がリン酸化される。,類似性：CD34ファミリーに属する。,組織特異性：造血前駆細胞および様々な組織の小血管内皮に選択的に発現する。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）;造血細胞系統;
	画像データ
	

	CD34 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000希釈のCD34ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	CD34ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析
	

	マウスの肺、マウスの脳、マウスの脾臓、マウスの腎臓
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

